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「社会教育関係団体の育成・支援のあり方について」

サークル・社会教育関係団体
（生涯学習課・公民館等で把握しているサークル数【約800団体】、認定されている社会教育関係団体数【39団体(R3)】

検討課題①

サークルや団体の加入者

を増やすには？

検討課題②

サークルや団体の横のつ

ながり、活動の横つながり

を充実させるためには？

検討課題③

「新しい団体」の立ち上げを促進

するためには？
（サークルから社会教育関係団体への

移行を促進する観点も含めて・・・）

【現状・課題】
・新規加入者がいない

・活動がマンネリ化

・サークル・団体同士の繋がりの希薄

・高齢化や後継者不足による既存団体の解散

・サークル・団体の活動情報の不足

・仲間内だけでの活動

・課題の共有がサークルや団体でできていな

い

・行政、公民館が課題を把握していながらも

支援策を講じられていない。

委員へのアンケートより

【新たな課題】

新型コロナウイルス感染症により、サークル

や社会教育関係団体の活動が制限されて

いる。

【魅力・存在意義】

（魅力について）
・人と人とのつながり（孤立化の防止）

・生きがいづくり

・学びの場

ワーク①より

（存在意義について）
・地域の活性化

・活動を通じての繋がりの広がり

・居場所の確保

ワーク②より

支援

支援策として・・・

開催し、サークル活動を支援

・インターネットやＳＮＳの活用が苦手なサークル

や団体に対しての支援

・サークルや団体が情報を共有することができる

ホームページやＳＮＳの構築

・まずは「知ってもらう」ことが重要であるため、

サークルや団体の宣伝・広報活動の充実

・社会教育関係団体として好ましい活動を行ってい

る団体について表彰する制度の新設

支援策として・・・

体に対してもコンパクトにまと

めた情報を提供することで、自

分たちの活動を補うことができ

るサークルや団体を知り、活動

の幅を拡大

・同じジャンルの団体が集まり

交流や発表できる場の提供

支援策として・・・

・「団体やサークルたちあげのためのＱ

＆Ａ」の作成

・講座などで集まった人たちに、今後も

継続的な活動をするための情報提供や支

援の実施

・サークルから社会教育関係団体への移

行を促すための定期的な相談会の開設

活性化

【サークルや社会教育関係団体の活性化によって期待される効果】

地域力の向上（まちの活性化）
ワーク③より

【追加課題～新型コロナウイルス感染症拡大をうけて～】
【現状】

・新型コロナウイルス感染症により、大きく活動が制限され、サークルや団体の維持・存続さえ難しい状況

・ なった影響からくる、サークルや団体を維持していくだけの意欲の低下、団体の解散

【対応策】

・ を検討し実施

・活動の見通しが立たず社会教育関係団体の認定要件を満たせない団体に対しての必要な支援を検討し実施


